
環境省 平成 30 年度 ユース世代による公害体験の聞き書き調査業務 

新潟水俣病・公害スタディツアー 

 
 
日時：2018 年 8 月 30 日(木)～9 月 2 日（日) 
場所：新潟県立環境と人間のふれあい館、菱風荘ほか 
対象：ユース世代（若者世代）＊20 代まで 
参加者：30 名 
    ユース 18 名（小学生 1 名、大学進学予定者 1 名、大学生 13 名、大学生院生 3 名）、

委員 4 人、環境省 1 名、オブザーバー1 名、記録スタッフ 4 名、事務局 2 名 
 
スケジュール 

 1 日目 8/30（木） 2 日目 8/31（金） 3 日目 9/1（土） 3 日目 9/2（日） 

午前 
集合：関東 

バスで現地へ移動 

鹿瀬・昭和電工跡 

フィールドワーク 

グループに分かれ

てヒアリング、見学 

発表・交流会 

 

午後 
概要説明 

基礎講義 

グループに分かれて

ヒアリング、見学 
阿賀野川見学 or 

ふれあい館見学 

ふりかえり 

解散 

夜 夕食・懇親会 まとめ作業 まとめ作業  

 
■聞き書きグループ分け 

 講義部分 聞き書き① 8 月 31 日 聞き書き② 9 月 1 日 

A 昭和電工本社担当者 高野秀男さん 坂東克彦弁護士、水俣会館 
B 小武節子さん 高齢者生活支援ハウス三川、

阿賀町担当者 
川上耕弁護士 
あがのがわ環境学舎 

C 塚田眞弘館長 斉藤恒医師、萩野直路さん 旗野秀人さんと市川新美さん 
D 関川智子医師 ノーモアミナマタ 皆川栄一

さん、酢山省三さん 
新潟県保健福祉部生活衛生課

公害保健係、波多野孝さん 

 
 
事業実施：公益財団法人公害地域再生センター（あおぞら財団） 
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